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【
竹
内　

裕
議
員
】

一　

土
浦
市
公
共
施
設
整
備
基
金

条
例
等
の
廃
止
に
つ
い
て

【
古
沢
喜
幸
議
員
】

一　

平
成
二
十
年
度
土
浦
市
一
般

会
計
予
算
（
公
共
交
通
活
性
化

計
画
策
定
基
礎
調
査
等
業
務
委

託
料
）

二　

平
成
二
十
年
度
土
浦
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
（
ポ
ン

プ
場
改
築
工
事
費
六
億
五
千
五

百
二
十
五
万
円
の
う
ち
機
械
設

備
改
築
工
事
三
億
五
千
五
百
三

十
五
万
円
の
内
訳
）

三　

平
成
二
十
年
度
土
浦
市
土
浦

駅
前
北
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
特
別
会
計
予
算
（
補
償
補
填

及
び
賠
償
金
六
億
五
千
四
百
八

十
二
万
五
千
円
）

四　

平
成
二
十
年
度
土
浦
市
水
道

事
業
会
計
予
算
（
配
水
管
布
設

等
設
計
委
託
料
七
千
七
百
八
十

二
万
円
の
内
訳
・
工
事
請
負
費

中
老
朽
管
布
設
替
工
事
費
二
億

二
千
八
百
八
十
九
万
五
千
円
の

詳
細
・
自
家
発
電
機
一
億
八
千

万
円
の
価
格
）

【
久
松　

猛
議
員
】

一　

土
浦
市
行
政
組
織
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

二　

平
成
二
十
年
度
土
浦
市
一
般

会
計
予
算
（
議
会
費
車
両
購
入

費
・
総
務
費
地
域
改
善
対
策
団

体
事
業
費
補
助
金
・
裁
判
員
制

度
名
簿
作
成
委
託
料
・
ご
み
収

集
有
料
化
を
検
討
す
る
た
め
の

市
民
意
識
調
査
に
つ
い
て
・
常

名
運
動
公
園
基
本
計
画
見
直
し

業
務
委
託
料
）

【
柏
村
忠
志
議
員
】

一　

平
成
二
十
年
度
土
浦
市
一
般

会
計
予
算
（
朝
日
ト
ン
ネ
ル
整

備
事
業
費
）

二　

平
成
二
十
年
度
土
浦
市
土
浦

駅
前
北
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
特
別
会
計
予
算

【
総
務
委
員
会
】

期
日　

平
成
二
十
年
一
月　

　
　
　
　

三
十
一
日
～
二
月
一
日

場
所　

愛
知
県
清
須
市
・
一
宮
市

内
容　

清
須
市
で
は
、
浸
水
災
害

時
に
車
両
広
報
活
動
が
出
来
な
か

っ
た
経
験
を
基
に
、
同
報
系
無
線

（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）を
整
備
し
て

災
害
時
に
備
え
て
お
り
、
本
市
の

今
後
の
整
備
に
向
け
て
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
宮
市

で
は
、
公
益
通
報
制
度
に
つ
い
て

の
視
察
を
行
い
、
誤
認
通
報
に
よ

っ
て
多
大
な
調
査
時
間
を
浪
費
し

た
と
の
事
例
説
明
を
受
け
、
制
度

的
に
は
、
引
き
続
き
調
査
研
究
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
】

期
日　

平
成
二
十
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　

五
日
～
六
日

場
所　

長
野
県
上
田
市
・
松
本
市

内
容　

上
田
市
に
お
い
て
は
、
健

康
づ
く
り
計
画「
健
康
上
田
２
１
」

を
作
成
し
、測
定
器
を
用
い
た「
イ

ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
」
や
、
歌
や
体

操
な
ど
を
通
じ
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
推
し
進
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
松
本
市
で
は
、
所
得
制
限

を
設
け
な
い
な
ど
国
・
県
の
不
妊

治
療
制
度
を
補
完
す
る
形
で
「
こ

う
の
と
り
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、

不
妊
に
悩
む
夫
婦
に
経
済
的
な
助

成
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
独
自

で
子
育
て
世
帯
買
物
割
引
カ
ー
ド

「
ワ
イ
ワ
イ
パ
ス
」
を
発
行
し
、子

育
て
家
庭
の
支
援
を
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
、
本
市
の
今
後
の
取
り

組
み
に
大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

【
環
境
経
済
委
員
会
】

期
日　

平
成
二
十
年
二
月

　
　
　
　
　
　

四
日
～
五
日

場
所　

静
岡
県
伊
東
市

　
　
　

神
奈
川
県
小
田
原
市

内
容　

伊
東
市
で
は
、
昭
和
初
期

の
温
泉
旅
館
の
雰
囲
気
を
保
存
し
、

国
内
・
国
外
の
観
光
客
と
市
民
が

ふ
れ
あ
い
、
活
気
あ
る
観
光
・
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、
伊

東
温
泉
観
光
・
文
化
施
設
「
東
海

館
」
の
修
理
改
築
を
行
い
、
新
た

な
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

小
田
原
市
は
、
近
年
の
流
通
経
路

の
変
化
や
、
郊
外
型
大
型
店
舗
の

進
出
等
で
、
売
り
上
げ
に
影
響
が

出
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
青
果
等
に
つ
い
て
は
、「
安

心
・
安
全
」
に
チ
カ
ラ
を
入
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

【
建
設
委
員
会
】

期
日　

平
成
二
十
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　

六
日
～
七
日

場
所　

東
京
都
新
宿
区
・

　
　
　

長
野
県
諏
訪
市
・
長
野
市

内
容　

新
宿
区
で
は
、
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
に
対
す
る
住
民
か
ら

の
反
対
や
陳
情
な
ど
が
多
く
な
っ

た
こ
と
や
、
景
観
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
建
築
物

の
絶
対
高
さ
制
限
を
設
け
環
境
の

維
持
と
土
地
の
有
効
高
度
利
用
を

図
っ
て
い
ま
す
。諏
訪
市
で
も
、マ

ン
シ
ョ
ン
建
築
に
よ
る
住
民
と
の

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
高
度
地
区
を
指
定

し
、
諏
訪
湖
周
辺
の
景
観
と
住
環

境
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
長
野
市
で
は
、
歩
道
の
段
差

解
消
事
業
や
道
路
へ
カ
ラ
ー
舗
装

を
施
す
な
ど
、
道
路
安
全
対
策
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

議
案
質
疑
と
は
、
提
案
さ
れ
た

議
案
に
対
し
て
、
詳
し
く
知
り

た
い
点
な
ど
を
執
行
部
に
聞
く

こ
と
で
す
。（
質
問
掲
載
）

議
案
質
疑
発
言
議
員

議
案
質
疑
発
言
議
員

●
議
会
報
編
集
委
員
会
●

委
員
長 

吉
田
　

博
史

副
委
員
長 

竹
内
　
　

裕

委
　
　

員 

盛
　
　

良
雄

 

久
松
　
　

猛

 

川
口
　

玉
留

 

福
田
　

一
夫

常
任
委
員
会

行 
政 

視 

察

行 
政 

視 

察

各常任委員会では、

議会活動の一層の充
実を図るため、先進

都市の優れた行政や

施設などを視察し、

今後のまちづくりに
役立てていきます。

総務委員会 清須市視察


